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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

母子保健事業費 保健介護課
子どもを安心して生み育てることができる環境づくりに努めま
す 12,844 19,224 Ａ P30 P276

家庭教育推進事
業費

社会教育課
子どもの健全育成を進めるため、町民あいさつ運動・家庭の日
の啓発、家庭教育推進事業を実施します 419 1,478 Ｂ P38 P293

保育所環境整備
費

福祉課 保育所の施設や設備の適正な整備・充実に努めます 7,927 165,181 Ｂ  P252

児童遊園等整備
事業費

福祉課 児童遊園の適正な管理と利用の促進を図ります 534 427 Ｂ  P253

子育て支援セン
ター・どんぐり園
事業費

福祉課 子育て支援センター（おひさま）、どんぐり園の充実を図ります 3,325 3,562 Ｂ P25 P250

放課後児童健全
育成事業費

福祉課 放課後児童クラブの充実を図ります 8,548 10,361 Ｂ P26 P251

児童手当等支給
事業費

福祉課
家庭生活の安定と次代の社会をになう児童の健全な育成及び
資質の向上を目的として、児童手当、遺児手当を支給します 216,502 214,421 Ｂ  P248

保育所一般管理
費

福祉課 保育サービスの充実を図ります 155,266 152,298 Ｂ P24 P249

子ども医療費 住民課 子ども医療費及び一般不妊治療費の助成を行います 56,242 56,511 Ｂ P22 P232

母子家庭等医療
費

住民課
18歳に達する年度末までの児童を扶養している配偶者のいな
い母（父）とその児童を対象に、医療費の自己負担額を助成し
ます

11,650 12,062 Ｂ  P233

基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 地域で大切にする子育て環境

本町の強みとして、自然が豊かでのびのびと遊べる環境がある一方で、出生数は減少傾向にあり、子育て環境
整備に向けた取り組みが必要となっています。

母子の健康が保持・増進され、豊かな自然の中で子どもが遊び、子育てと仕事が両立できる、子育て世代に選
ばれるまちを目指します。

子育て環境は各家庭の問題と捉えるのではなく、子育てを応援するため地域全体で以下のような取り組みを
行っていきます。
・乳幼児健診、訪問指導、育児相談等切れ目のない子育て支援サービスの充実を図ります。
・保育所再配置を検討し、適正な児童数での保育所運営、公園環境の維持管理、歩道の整備等を進めます。
・子どもやひとり親などの医療費や不妊に悩む夫婦の一般不妊治療費を助成します。
・子育て支援事業や一時保育、延長保育等の保育サービスなど、子育てと仕事の両立支援を充実させるととも
に、ファミリー・サポート・センター等の新しい事業についてはニーズを考慮し実施を検討するなど、町として子育
てを応援するため実践的な取り組みを行っていきます。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○子育て世代同士が交流したり、協力し合う活動に積極的に参加する。
○近所の子どもへの声掛けや見守りをする。
○違う地区同士の親子が関わり、連携できる機会を増やす。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①車が無い人は何もサポートを受けられず、支援センターは遠い上に階段のみ、ベビーキープ無し、施設のユニバーサルデザイン無し、総合体育館も子
どもを連れてトイレに行けない。一時保育柔軟性無し、産後・育児ヘルパーの補助無し、個人でも呼べない田舎、自然が豊かでも自由に遊んで良い自然無
し。【4,5】
②子育てしやすい町を目指すという割に、保育園の園庭が狭い、学校にプールが無いなど設備が悪い。土地が無いとか都市部と違うのに何故なのだろう
と疑問。塾もほぼ無いのに図書館も暗く勉強する気が起こるのかと思う。【7】
③実現されないファミサポは検討中止してほしい。狭すぎるコミュニティである南知多ではマッチングが困難で現実的ではない。それより子育て支援セン
ターに駐在する保育士さんの数をもう１～２人増やし、一時保育や「訪問型保育」で派遣できるようにしてはどうか。素人のボランティアに頼るファミサポより
プロの保育士さんが１～２時間でも訪問保育に来てくれたら子育ての大変さは格段に変わる。今でも「赤ちゃん訪問」があるが、これを拡大し、例えば生後
０～２歳を対象に、訪問保育をしてもらえたら２人目、３人目を産もうという余裕ができる。祖父母に頼れない人は２人目以降をあきらめており、単身世帯や
移住者への子育て支援を希望する。【5】
④南知多（特に島の人たち）からだと、高校に通うのも大変なため、学費・交通費等の補助。
⑤行政の発信が足りない。せっかく良い行事をしても参加者の喜んだ顔が外に発信できていない。参加者に撮影許可を得るなどしてもっと発信すべき。
「個人情報云々」は言い訳。
⑥町が開催する親子イベント、勉強会、体験などが少ない。地域が別々に開催しているので、師崎地区等地区単位で開催するのはやめてほしい。南知多
全体が一つになることが大切だとずっと感じいる。
⑦きめ細かい子育て支援をもっとアピールしていく。
⑧町全体での朝のあいさつ運動の展開（通学時間帯）
⑨子育て世帯が新しく家を建てる土地の整備などできないか。
⑩岡山県岡山市に住んでいた経験があるが、市役所に出生届けを出した際に、その場でゴミ袋（恐らく10Lサイズ）150枚をもらった。それは、これから生ま
れた赤ちゃんのおむつが沢山出ることでその子育て世帯の負担を少しでも軽くするための岡山市独自の取組とのこと。２人目の出生届けを出した時も、同
じように150枚をもらった。南知多町も同様の取組ができれば、南知多町での子育てへの良い応援なるかと思います。
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